
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 8 永  井  拓  三 

７日 

（月） 

2 1 黒  岩  揺  光 

3 19 桑  原  圭  美 

4 12 清  塚  武  敏 

5 16 鈴  木     一 

6 7 中  沢  道  夫 

7 13 佐  藤     剛 

８日 

（火） 

8 11 塩  川  裕  紀 

9 5 梅  沢  道  男 

10 2 川  辺  き の い 

11 10 吉  田  光  利 

12 6 田  中  せ つ 子 

13 4 目  黒  哲  也 

９日 

（水） 

14 9 勝  又  貞  夫 

15 15 中  沢  一  博 

16 14 寺  口  友  彦 

17 3 大  平     剛 

計  １７名 



 

 

 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。（質問回数

に制限なし）  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

   市の５歳から１１歳の子供に対する新型コロナワクチン接種に

ついて 

 

   市の５歳から 11 歳までの子供に対する新型コロナワクチン接

種について、成人に比べて体力的に劣る子供たちには慎重な対応

をする必要があると考える。そこで、以下のとおり質問する。 

 

 （１）市の方針はいかに。 

 

 （２）子供に対するワクチンの影響は詳細に把握しているか。 

 

 （３）接種を希望しない子供やその家族に対する誹謗中傷の防止策

はいかに。 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

   今こそ６年前の水道料金値下げの選挙公約を実現すべきではな

いか 

 

   コロナ禍で物価全般が高くなっており、多くの市民から悲鳴が

上がっている。今こそ、「福祉のまち・南魚沼」をスローガンに、

６年前の林市長の水道料金 1,000 円値下げの公約を実現すべき時

ではないか。2021 年、市の自殺者数は前年から倍増し、自殺死亡

率は全国平均の２倍以上となり、生活保護を受ける人数は過去最

高となった。平均賃金は高くないのに、水道料金が全国でもトッ

プクラスの市が、自殺率まで全国でトップクラスになってしまえ

ば、移住先として選ばれるとは考えにくい。  

 

 （１）林市長が市長に就任してから、魚沼市へ引っ越す人の数が増

加傾向にある。魚沼市へ市民が引っ越す理由の一つに、魚沼市

のほうが水道代やガス代が安いことがあるのではないか。  

 

 （２）平成 30 年度から水道料金を一律 215～220 円減免措置をした

が、非課税世帯に限って減免していれば、1,000 円くらい減免す

ることができたはずだが、なぜ一律減免にしたのか。  

 

 （３）現在、65 歳以上の非課税世帯に対し、水道料金 1,200 円の減

免措置がされているが、なぜ 65 歳以上なのか。 

 

 （４）ふるさと納税応援基金が 30 億円以上になっているが、これを

取り崩して、65 歳以上の非課税世帯に限定されている減免措置

を、全ての非課税世帯と児童扶養手当を受けている世帯などに

も広げるべきではないか。 

議 席 

１  

黒

岩

揺

光 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

   市民病院の具体的な経営改善策について  

 

   市民病院はわが市の地域医療の中核をなす重要な病院である

が、収益性に乏しく、慢性的な赤字体質となっている。一般会計

から病院事業への繰入れは、平成 16 年度から累計で 100 億円を超

えており、病院経営が財政を逼迫させる原因にもなっている。こ

の繰入れに依存する体質が解消されれば、かなりの部分で市民サ

ービスが向上し、将来に向けた基金の積立ても可能である。  

   市民病院の病床数 140 床では、到底黒字経営にはできないとい

うのが病院経営のセオリーらしいが、あれだけの病院を建設して、

いまだに誰の責任なのか全く明確になっていない。しかし、過去

を責めても改善はしない。この慢性的な赤字体質の病院事業を悲

観せず、病院経営の改善に取り組めば、逆に市の財政は明るい展

望が開け、医療の提供だけでなく多方面で市民サービスの向上が

図れる。 

   そこで、市民病院の経営改善について伺う。  

 

 （１）後発医薬品の積極的な導入に努めているか。  

 

 （２）25 科ある診療科を適正規模に縮小し、効率を高めるべきでは

ないか。 

 

 （３）100 名以上いる非常勤医師を適正規模に縮小し、効率を高める

べきではないか。 

 

 （４）新設される回復期リハビリテーション病棟は収益を上げられ

るか。 

 

 （５）経営と医療を分離させるべきであると思うが、地方独立行政

法人や指定管理者制度などの運営形態の変更を検討している

か。 

議 席 

１９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

   ふるさと納税が市の財政状況を変えていくのか 

 

   昨年９月、第３次財政計画で令和 12 年度までの財政状況の推計

が示された。その推計では、好調なふるさと納税の応援基金から

の繰入れによる改善が大きいとある。  

   ふるさと納税の現制度はいつまで続くのか、寄附額が減少する

可能性があるという問題もある。しかし、ふるさと納税制度が続

く限り、この事業を進めることが財政健全化には重要だ。寄附者

の思いを反映した施策に活用し、魅力あるまちづくりを推進する

ためにも、ふるさと応援基金の活用目的を定め、積極的に事業と

して進めるべきと考える。今後の財政運営とふるさと応援基金の

活用をどう考えていくのか。  

 

 （１）ふるさと納税が市の財政状況を変えていくのか。 

 

 （２）ふるさと応援基金の使途について、寄附者の思いを反映でき

るような事業に活用し、情報発信していくのか。  

 

 （３）あらかじめ使い道を示して、共感した方から寄附を募るクラ

ウドファンディングに取り組んでいくとしているが、具体的な

考えは何か。  

 

 （４）ふるさと納税を牽引してきた、南魚沼産コシヒカリや、市長

が力を入れる雪資源活用など、今後どのような目標を持って取

り組んでいくのか。  

議 席 

１２  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

 １ 冬期間のＪＲの運休について 

 

   毎年、雪のたびにＪＲが運休し、通勤、通学、この地において

は観光客の皆さんにも多大な影響を与えている。保護者が高校や

新幹線停車駅まで送迎している。また、スキー客の皆さんは越後

湯沢駅から、通常なら在来線で安価で来られるところ、タクシー

で来ることがある。そのタクシーが足りない。夜迎えにも行った。

何とかならないものか、市長の対応等伺う。  

 

 

 ２ これからの圃場整備について 

 

   圃場整備は地域にとって、緊急の課題と考えている。県の考え

も理解するが、課題が多く、整備地の２割を米以外で、米以上の

収益のあるものにせよ、ということは本当に可能なのか。そのこ

とが足かせとなり、全く進まない。適地適作では駄目なのか、市

長の考えを伺う。 

 

 

 ３ ふるさと納税返礼品の検査体制を整える必要はないか  

 

   最近アサリの産地偽装が報道された。その地域の痛手は計り知

れない。ふるさと納税として市は県内で２番目に多くのご寄附を

頂いている。市内で産地偽装のようなことはないと考えている。

市が独自に検査をやっているということをアピールする場があっ

てもよいのではないか、市長の考えを伺う。 

議 席 

１６  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 新型コロナ感染拡大での医療対策について 

 

 （１）感染の急拡大に伴う重症患者増加への対応と医療体制の強化

を考慮しておかなければならないと考えるが、市はどのような

取組を行っているのか。 

 （２）魚沼圏域で感染症に対応する病床は、魚沼基幹病院に４床と

なっている。感染拡大の場合、それ以上の病床が必要になると

思うが、病床準備はどのようにされているのか。また、感染症

に対応できる機器やスタッフの確保、必要な研修などは行われ

ているのか。 

 （３）感染者が多くなり、政府は自治体判断で軽症者の自宅療養を

可能としている。昨年の第５波では、全国で、自宅療養中に急

変して亡くなる人が多数いた。自宅で病状が急変することを想

定し、医療の目が行き届く体制が必要である。入院または宿泊

施設で療養すべきと考えるが、市長の見解は。  

 （４）やむを得ず自宅療養となる感染者には、地元医師会の協力を

得て往診や体調チェックができる体制、感染者が 24 時間、必要

時に何回でも相談や連絡できる体制が必要と考える。市の実態

と体制整備の方針を伺う。  

 

 

 ２ ２０５０年カーボンニュートラルに向けた取組について  

 

 （１）ごみ処理場の建設が待ったなしである。ＣＯ２削減のためには、

可燃ごみを徹底して減らすことが重要と考えるが、市長の考え

は。 

 （２）ＣＯ２削減には化石燃料を燃やさないことと、エネルギー消費

を抑えることが重要だが、住宅の省エネ改修を住宅リフォーム

制度に、別枠で入れてはどうか。 

 （３）南魚沼市地球温暖化対策実行計画の見直しは、環境省の求め

る地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく実行計画の策定

となるのか。 

議 席 

７  

中

沢

道

夫 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ コロナ後を見据えた産業振興について 

 

   只見線は 2011 年７月の新潟・福島豪雨災害から 10 年が過ぎ、

2022 年中にようやく復旧工事を完了する見通しとなった。  

   この機会に只見線の魅力を生かした広域観光の振興を魚沼市を

はじめ只見線沿線の自治体とともに進め、さらに只見線、ほくほ

く線を新幹線停車駅と接続することで、広い経済活動への可能性

がある。 

   また、コロナ禍で地方回帰や企業も働き方が多様化している。

若者やＵＩＪターン希望者、テレワーク等に対応する新たな産業、

雇用の創出に向けた取組が地域振興には必要だ。 

 

 （１）只見線の豪雨災害からの復旧全線開通を地方創生の力に。 

   ①只見線の魅力を生かした広域観光で観光産業の再興を。 

   ②只見線、ほくほく線の浦佐駅乗り入れで、戦略的に地方への

人の流れと経済発展に結びつける構想を描けるか。  

 （２）コロナ禍での新しい生活様式やテレワークなど、暮らし方、

働き方の変化をサテライトオフィス誘致等新たな産業、雇用に

結びつけられるか。 

 

 ２ 変わる教育環境への対応で、学力向上と教育格差の是正を  

 

   小学校高学年の教科担任制導入、デジタル教科書の導入と併せ

て教育のＩＴ化で教育環境が大きく変わる。学力の向上と国際社

会で生き抜く力をつける指導方針の実現と受け止めるが、進め方

次第で教育格差を助長する懸念もある。 

 

 （１）教科担任制の対応について 

   ①2022 年度から小学校高学年は、学級担任制から教科担任制に

変わるが、教員の配置など教科担任制での専科指導の体制確

保はどうか。 

   ②教科担任制で教員の多忙化軽減の可能性や学級間で差がない

学習指導が期待されるが、一方で、学級担任が子供の変化を

把握しづらくなるという懸念もある。学級運営上のメリット、

デメリットは。 

 （２）デジタル教科書とタブレット端末、電子黒板の併用等での教

育のＩＴ化で教育格差を是正できるか。 

議 席 

１３  

佐

藤

 

剛 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

 １ 市内公共施設及び、一般企業、工場の火災対策について  

 

   村上市の菓子メーカー工場で起きた夜間の大規模火災で、アル

バイト従業員４人を含む６人が死亡した。市内の公共施設と、一

般企業、工場への調査、指導と火災対策啓発の現状や取組につい

て伺う。 

 

 

 ２ 子育て支援の拡充について 

 

 （１）めごちゃん祝い金について伺う。 

 

 （２）妊娠・出産を事由とする保育について伺う。 

 

 

 ３ 南魚沼版克雪すまいづくり支援事業について  

 

   高齢化等に伴う雪下ろしの負担軽減や危険防止のため、克雪住

宅の新築及び雪下ろし屋根の住宅を克雪化する際に自然落下式も

助成してはどうか、市長の考えを伺う。  

議 席 

１１  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

 １ 地方公務員の定年引上げの実施に向けたスケジュールについて  

 

   公務職場における定年の段階的な引上げに向けた法整備が進め

られ、地方自治体においても令和５年度から段階的な導入が行わ

れることとなっている。 

   この制度改革は、市職員の雇用環境や賃金の在り方に直結する

内容であり、十分な準備期間が必要であると考えるが、市の今後

の導入スケジュール等について伺う。  

 

 

 ２ 労働安全衛生法に係る命綱固定アンカー等の設置について  

 

   労働安全衛生法に定められた高所作業時の安全措置義務への対

応が、今年の１月２日から完全施行となり、墜落制止用器具の着

用が義務づけられた。 

   市では、これに先立ち今年度から命綱固定アンカー等の設置補

助事業を立ち上げたが、設置はなかなか進まない状況にある。  

 

 （１）市有施設における命綱固定アンカー等の設置状況と今後の整

備計画について伺う。 

 

 （２）命綱固定アンカー等の設置に対する補助事業の今年度の実績

と今後の推進計画について伺う。 

 

 （３）高齢者及び要配慮世帯住宅除雪援助事業の近年の利用状況と

そのうち命綱固定アンカー等の設置済件数について伺う。  

 

 （４）命綱固定アンカー等の普及に向けた取組について伺う。 

議 席 

５  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

 １ 新型コロナ感染拡大の抑止と、健全な経済・日常活動について  

 

 （１）新型コロナの第６波により、地域経済は再び苦境に立たされ、

市民は感染への不安にとどまらない精神的苦痛を抱えている。

こうした市民の苦難を受け止め、解決の道筋を示し希望を与え

るのが行政の役割だと思うが、市長の考えを伺う。  

 （２）新型コロナ感染症の治療方法が確立されていない中、無料の

ＰＣＲ検査で、診断・隔離・追跡のプロセスの徹底が感染拡大

を抑止し、健全な経済と日常の活動を取り戻す上で重要と考え

るが、市長の見解を伺う。 

 

 ２ 除雪支援について 

 

 （１）高齢化が進み、自力で屋根雪や家屋回りの雪の始末ができな

い家庭が増え、除雪請負業者を探すのが大変だという声がある。

市が人材を確保し、派遣する制度を導入するときではないか、

市長の考えを伺う。 

 （２）除雪を請け負ってくれる人が減っている。克雪すまいづくり

支援事業を拡充し、克雪の取組を思い切って強めることが必要

と考えるが、市長の見解を伺う。 

 

 ３ 通学の安全確保について 

 

   小学校の児童数が減少し、冬でも一人で下校しなければならな

い場合があり、親の心配は計り知れない。下校時だけでもバスで

送るなどの柔軟な対応が必要と思うが、市長の見解を伺う。  

 

 ４ 買い物支援について 

 

 （１）12 月議会で市長は、買い物難民の支援の必要性を認め、移動

販売車の実現のために動き出していると答弁した。その後の進

捗状況を伺う。 

 （２）支援が必要な地域全体への支援体制について、市長の見解を

伺う。 

 

議 席 

２  

川

辺

き

の

い 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ コンパクトシティの取組について 

 

   全国的に課題である人口減少、少子高齢化による財政の縮小や

商業施設、医療、福祉施設、公共交通のサービス低下が、近い将

来避けて通れない大きな課題である。特に豪雪地帯の当市は道路

除雪や上下水道、市民バス運行等生活インフラの確保への財政負

担は厳しいものが予想される。しかしながら市民の安心、安全を

守り、将来に希望が持てるまちづくりに真正面から取り組まなけ

ればならないと考える。当市も立地適正化計画の策定を開始した。

そこで取組について市長の考えを伺う。  

 

 （１）立地適正化計画の策定はどのようなスケジュールと組織体制

を考えているか。 

 （２）コンパクトシティを目指すには、市街地、集落共にそれぞれ

魅力ある拠点の環境整備が必要と考えるが、想定される課題は。 

   ①市街地と集落の共生を形成するための公共交通機関の維持は

どうか。 

   ②集住率を上げるために点在する小集落の再編統合が段階的に

必要では。 

   ③大和地域、六日町地域、塩沢地域の市街地での公共施設の集

約適正配置の考えは。 

 

 ２ 高齢者独居対策について 

 

   国勢調査によると 65 歳以上が１人で住む割合は、2020 年は全

国平均で 19.0％である。年々増加の傾向を示し５人に１人が「お

ひとりさま」で暮らす結果となっている。特殊詐欺被害、ごみ屋

敷、空き家増のリスクもあるだけに、行政としても継続的に改善

に向けた取組が必要と思うが、市長の所見を伺う。 

 

 （１）当市の高齢者独居率は 9.8％と全国平均より大幅に低く、よ

い傾向であるが、高齢者独居の実情と対応はどのようになって

いるか。  

 （２）多世代同居の推奨のために住宅増改築に対して工事費の補助

を行っている自治体があるが、市の政策としても検討の価値が

あると思うがどうか。 

 （３）高齢者独居率の上昇には生涯未婚で終える人の増加が密接に

関係する。中高年層への婚活支援を公民連携で取り組むべきと

思うがどうか。 

議 席 

１０  

吉

田

光

利 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

   少子化対策と子育て環境の充実について  

 

   市の出生数は平成 28 年以降減少傾向が続き、平成 30 年に 400

人を割ってからはさらに急加速し、 300 人をも割ろうかという状

況にあり、令和元年度の合計特殊出生率も近隣市の中でも最低と

いう深刻さである。全国には子育て支援を充実し、移住者が増え

続けている市もある。総合計画の総合的な人口減少対策の推進に

は出産・子育て・教育など幅広い分野の切れ目のない支援により、

出産、子育ての負担感を軽減するとともに、子供を安心して産み

育てられる環境づくりを推進し、若い世代の定住促進を図るとあ

る。 

   全国的に長引くコロナ禍で家庭の状況も変化し、生活困窮、Ｄ

Ｖ被害、児童虐待、若年層の自殺等が大きな問題になっている。

当市においても厳しさを増す社会変化を踏まえ、少子化対策につ

ながる子育て環境の充実が必要と考える。  

 

 （１）出産応援緊急５か年事業の１年目の成果と今後の課題はどの

ように分析しているか。 

 

 （２）総合計画の子育て環境の充実には、保育園再編による公立保

育園数の令和６年度目標が 17 か所となっているが、進め方の基

準と今後のスケジュールは。 

 

 （３）ゼロ歳児保育実施保育所率（公立・民間）の令和６年度目標

は 76％とあるが、保育士不足の中でどう進めるのか。  

 

 （４）こども家庭サポートセンターは、ひとり親家庭への支援を含

めワンストップ化し、相談しやすくできないか。  

 

 （５）こども家庭サポートセンターは、子育てに関する全ての相談

や困りごと等を受け、関係機関と連携し少子化対策に生かす仕

組みにできないか。 

 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

 １ 未来を担う「ひとづくり」構想について  

 

   「教育」こそ「未来」。言い換えれば「ひとづくり」こそ「まち

づくり」である。未来に向けて、より創造的に、これからの教育

の在り方を示すべきである。 

 

 （１）未来に向けて幼児教育・保育・学校教育を一元化する組織の

体制を検討すべきでは。 

 

 （２）未来に向けて小・中学校及び保育園の再編計画を改めて検討

すべきでは。 

 

 （３）基礎となる小・中学校の学力の向上及び学習状況改善への検

討が必要では。 

 

 （４）地域・社会・自然と関わり合う市独自のライフキャリア教育

を構想し、推進していくべきでは。 

 

 

 ２ バイオマスタウン構想について 

 

 （１）バイオマスタウン構想の推進はいかに。  

 

 （２）ディスポーザー普及計画はいかに。  

 

 

議 席 

４  

目

黒

哲

也 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

 １ 新型コロナウイルスの感染とワクチン接種について問う  

 

 （１）市における、１月～２月の新型コロナウイルスの感染者のう

ち、オミクロン株の感染者が、全体に占める割合はどのようで

あるか。 

 

 （２）全国的にも、ワクチン接種後に感染したケースが半数以上と

報告されている。ワクチン接種は進んでいるが、ワクチンは本

当に有効かどうか。 

 

 （３）ワクチン接種の副反応についての調査はしていないとのこと

であるが、今後も調査しないという考え方なのか。 

 

 （４）子供たちへのワクチン接種は、安全・安心と考えているか。  

 

 （５）コロナ対策用の薬（抗ウイルス薬）の準備は、どのように進

められているか。その見通しはどうか。  

 

 

 ２ 起業家育成や事業創発の推進について問う  

 

   ＪＲ六日町駅構内に、この春、南魚沼市まちづくり推進機構の

指定管理で新施設がオープンすることになっている。これは株式

会社アルプス技研の創業者で最高顧問の松井利夫様から頂いた寄

附金を活用し、起業家育成や事業創発の推進を行うことを目的と

するものであるが、今後の展望はどのようなものか。 

議 席 

９  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

 １ 豪雪地帯の安心安全や除雪体制をどう守るか  

 

   高齢化などを背景に、雪下ろしなどの除雪作業中の死亡事故が

相次ぎ、事故防止などに向けた対策が喫緊の課題となっている。

今冬も２年続いて厳しい豪雪に見舞われ、生活現場は悪戦苦闘し

ながらも頑張っている。大好き・南魚沼市民をどう守るか、市長

に伺う。 

 

 （１）要配慮世帯の支援拡充は。 

 

 （２）除雪に必要な装備品や資材の購入支援は。 

 

 （３）作業の担い手を育成する安全講習の開催は。 

 

 （４）空き家対策の強化は。 

 

 （５）冬期道路の消雪パイプによる歩行者の安全を確保するために、

仮称「しっぱね条例」の創設が必要と考えるが、伺う。  

 

 

 ２ 当市の婚活支援策推進について 

 

   婚活・妊娠・出産と切れ目のない総合的な支援が行われている

が、未婚率の上昇や少子化が進んでいる。出会いの機会を提供す

るなど、自治体による婚活支援が求められている。当市の取組を

伺う。 

 

 

 ３ 子宮頚がんワクチン接種における当市の対応について 

 

   ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）の感染を予防し、子宮頚が

んの発症を抑える効果があるとされるＨＰＶワクチンは、平成 25

年６月から国が積極的な接種勧奨を差し控えていた。昨年 11 月 26

日の厚生労働省健康局長通知を受け積極的な勧奨再開の動きがあ

るが、当市の対応と未接種者の救済について伺う。  

議 席 

１５  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

 １ 保健・医療・福祉について 

 

   ゆきぐに大和病院及び健診施設に係る調査委託事業の報告書を

もって病院・健診施設の候補地を特定すべきではないと判断した

理由は何か。  

 

 

 ２ 環境共生について 

 

   ふるさと里山再生整備事業は林業人材育成だけを主眼としたも

のなのか。  

 

 

 ３ 教育・文化について 

 

   計画中の新給食センターは小中一貫校への学区再編と併せて考

えるべきではないか。  

 

 

 ４ 産業振興について 

 

   コロナ禍後の新たな観光戦略として、屋外施設を使った取組の

一つである全国シクロサミットの開催は観光振興にどう位置づけ

ているのか。 

 

 

 ５ 行財政改革・市民参画について 

 

   友好都市との連携で雪国の文化・特産品をＰＲする場は、さい

たま市民まつり、江戸川区民まつりなどイベント事業だけなのか。 

議 席 

１４  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

   市内の雇用促進について 

 

   現在、コロナ禍でも市内の人材不足は解消されていない。産業

の発展と継続を考えた場合において人材確保は、市の取り組むべ

き課題である。市内外から人材を確保するための取組について市

長の考えを伺う。 

議 席 

３  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 


